
Asian and African Languages and Linguistics, No.15, 2021

カムチベット語察瓦龍 [Tshawarong]方言の音声記述と語彙
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Khams Tibetan Tshawarong dialect is spoken in Chawalong Township, Chayu County,
Linzhi Municipality, Tibet Autonomous Region, China. Its dialectal classification within
Khams Tibetan has not been examined although there is a claim that it forms an indepen-
dent dialect group, that should be verified. This article describes phonetic and dialectal
characteristics of the Tshawarong dialect with a short introduction to the sociolinguistic
background. First, we analyse its phonological aspects such as suprasegmentals, vowels,
and consonants. Second, we present its sound correspondences with Written Tibetan forms
to characterise its dialectal features. Third, some morphological features on the directional
prefix system of the Tshawarong dialect are described. Finally, we provide a wordlist (ca.
1100 words) of Tshawarong Tibetan at the end of the article.
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1. はじめに

本稿では、チベット自治区林芝 [Nying-khri]1市察隅 [rDza-yul] 県察瓦龍 [Tsha-ba-
rong]郷則拉 [rTse-la]行政村で話されるカムチベット語 Tshawarong（察瓦龍）方言の
語彙リスト（約 1100項目）を提供する。リストに先立ち、察隅県の社会言語学的背
景を紹介し、音体系を提示する。

1 チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには、[ ]内にチベット文語（蔵文）形式を添える。な
お、蔵文は de Nebesky-Wojkowitz (1956)に基づく転写方法を用いる。
Asian and African Languages and Linguistics 15 (2021), pp.105–137. https://doi.org/10.15026/99899.
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1.1. 察隅県のチベット族の言語と Tshawarong方言の言語所属
察隅県は、チベット文化圏の伝統的な地理概念に照らせば、カムと呼ばれる地域の

南西端にあたる。南部はインドのアルナーチャル・プラデシュ及びミャンマーのカチ
ン州と接し、非チベット文化圏に入る。北部は昌都 [Chab-mdo]市の八宿 [dPa’-shod]
県及び左貢 [mDzo-sgang]県と接し、南東部は雲南省迪慶 [bDe-chen]州および怒江州
と接する。南面を除いては、カム地域に囲まれている。主要な交通路は県中央を南北
につなぎ、北端で川藏公路（国道 318号）と接続する道がある。歴史的には、察隅県
のあたりはサンガ・チューゾン [Sangs-sngag Chos-rdzong]と呼ばれ、政治、経済、宗
教など各方面でラサとのつながりが深かった2。
察隅県のチベット族の言語状況について概観できる資料は未見である。また、同地

に外国人が立ち入ることは困難を極める。ここでは、筆者が周辺地域における調査や
研究者との情報交換を通じて収集した情報をもとに、同地の言語状況を整理してみ
たい。
察隅県には複数の少数民族言語が分布する（Roche & Suzuki 2018）。そのうち、中

国の身分証上の民族分類でチベット族とされる人々が話す言語には、次のものが挙げ
られる。
• カムチベット語（Khams）
• セク語（gSerkhu3）
• 松林語4

• ザクリン語（Zakhring/扎話5）
いずれも研究の蓄積はほとんどない。カムチベット語は地域共通語として用いら

れるというが、察隅県内に分布する方言は決して単一ではない。同県には竹瓦根鎮、
上察隅鎮、下察隅鎮、古玉郷、古拉郷、察瓦龍郷の６つの郷鎮があり、カムチベッ
ト語はそのすべてに分布する。このうち、上察隅鎮および古玉郷で話される方言は
mBathang（巴塘）方言6に近い。これは同地のカムチベット語話者が現在の巴塘県一
帯からの移民によること7と関係がある。下察隅鎮のカムチベット語は未確認である
が、一部の話者はミャンマーに分布するカムチベット語話者と近親関係にある8。竹
瓦根鎮、古拉郷、察瓦龍郷のカムチベット語はそれぞれ異なり、また周辺の諸方言と
も異なるという。それゆえ、今後も記述研究を積み重ねることが必要である。

2 《西藏百科全書》(2005: 53–54)参照。歴史の記述については、山口 (1983)を参照。
3 チベット・ビルマ系言語の１つで、察隅県に北接する左貢 [mDzo-sgang]県で話されるラモ語に非常に近い特徴を
もつ。羌語支に分類されると見られる。Tashi Nyima & Suzuki (2019)参照。
4 宋成 (2019)の記述がある。チベット・ビルマ系言語の１つであるが、下位分類は不明である。
5 チベット・ビルマ系言語の１つであるが、下位分類は不明で混合語という説もある。劉潔 (2015)、宗曉哲等 (2017)
参照。
6 巴塘県に分布するカムチベット語もまた単一ではなく、複数の方言群からなる。ここで言及する mBathang方言と
いうのは、夏瓊鎮一帯で話される方言（南路方言群）を指す。その音体系については、格桑居冕 (1985)の記述を参
照。
7 北京で行った筆者によるインタビューに基づく（2011年）。
8 ミャンマーのカムチベット語については、鈴木 (2012)を参照。
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1.2. 察瓦龍郷の言語状況
察瓦龍郷は察隅県で最も人口が多く、45の自然村を擁する（《西藏百科全書》2005:

54；2002年ごろの資料に基づく）。郷内のカムチベット語母語話者によれば、カムチ
ベット語の方言差異は小さいという。察隅県県城竹瓦根鎮のカムチベット語よりも、
東接する雲南省迪慶州のカムチベット語のほうが相互理解度が高いという。この内省
は、察瓦龍郷は迪慶州徳欽 [’Jol]県及び怒江州貢山県のカムチベット語分布地域と接
していることと関連していると推察できる。ただし、徳欽県のカムチベット語話者は
察瓦龍郷のカムチベット語を理解可能な変種と認識する一方、貢山県のカムチベット
語話者はそのように考えていない9。察瓦龍郷と徳欽県のかかわりは非常に強く、そ
の背景には梅里雪山 [Kha-ba dkar-po]の外回り巡礼路があることも関係する10。一方、
察瓦龍郷と貢山県は同じ怒江流域であるものの、路上にはトゥルン（獨龍）族やヌン
（怒）族の村落もあって、連続したカムチベット語の分布地域を形成していない11。
なお、察瓦龍という名称は、同一のチベット語形式 Tsha-ba-rongとしてチベットの

伝統的な地理区分にもあり12、それが指す地域は、察瓦龍郷も含む察隅県から左貢県
にかけての怒江流域一帯となる13, 14。本稿で「Tshawarong方言」と呼ぶものは、一義
的に察瓦龍郷で話されるカムチベット語の変種を指す。

1.3. 本稿の構成
本稿の構成は、先に Tshawarong方言の音体系を紹介した後、声調・母音・子音の順

で具体例を挙げつつ考察を加える。そののち、蔵文との対応関係に基づいて方言の特
徴づけを行う。
本稿で分析する言語資料は筆者の現地調査による一次資料に基づく。発話協力者は

ケゾン・ロドゥ [sKal-bzang Blo-gros] さんで、20 代男性、察瓦龍郷則拉村出身であ
る。調査は 2018年、雲南省昆明市で行った。

2. Tshawarong方言の音体系概観

ここではまず Tshawarong方言の音体系全体について、超分節音、母音、子音、音
節構造の順に紹介する。なお、分節音の表記には、鈴木 (2005)、朱曉農 (2010)および
Suzuki (2016)に基づく体系を用い、超分節音の表記には Kitamura (1977)を参考にし
た表記法を用いる。

9 貢山県のカムチベット語については、鈴木 (2014)、Suzuki (2017)を参照。
10 この巡礼路ならびに徒歩による交通路、地形に関する手頃な案内に、小林 (2006)と中村 (2012)がある。また、フ
ランス国立図書館 (Bibliothèque nationale de France)に、フランスのチベット学者 Jacques Bacotが 1909年に探索し
たカム地域の手書きの地図が所蔵されている。地図は Itinéraire au Tibet oriental par Jacques Bacot 1909-1910という
名称の６枚組で、その５枚目に察瓦龍郷を含む地域が描かれている。
11 雲南省貢山県北部の言語事情については、Qin & Suzuki (2016)を参照。
12 よく知られているのは Tsha-ba-sgangの名称で、察瓦龍郷から北部の、怒江と瀾滄江に挟まれた山地を指す。詳細
はWylie (1962)を参照。
13 察瓦龍という名称の歴史的位置づけ、地理範囲の定義、名称の来歴などについては、貢布多加 (2020)が詳しい。
14 これについては、さらに複雑な事情が起こる。怒江が rGyal-mo rNgul-chuと呼ばれることから、rGyal-mo Tsha-
ba-rongとも呼ばれ、ギャロン地域（四川省）と同一名称になる。チベットの史書でも、両地域について若干混乱が
認められるようである。この背景が分布言語とも関連する詳細については、Tashi Nyima & Suzuki (2019)参照。
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2.1. 超分節音
Tshawarong 方言の超分節音はピッチの高低による、語を単位とする声調として実

現され、４種が認められる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

2.2. 母音
以下の母音について、長短および鼻母音/非鼻母音の対立が存在する。

i 0 W u
e @ 8 o
　 E 　 O

　　 a A

2.3. 子音
子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧15は次のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch xh

無声無気 s C x h
有声 z ý G H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j

2.4. 音節構造
音節構造は、鈴木 (2005)を参照して以下のように記述する。

CCiGVC

このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。
先行子音 C には、前鼻音または前気音が現れる（5.2.1、5.2.2参照）。
わたり音 Gには/w, j/が現れる。

15 ただし前鼻音にのみ用いる音標文字は除く。
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末子音については、/P, w, j/が現れる。

3. 超分節音

Tshawarong 方言で弁別的な超分節音素は、ピッチの高低による声調の対立で、高
平調、上昇調、下降調、上昇下降調の４種に分かれる。それらは語単位でかかる。た
だし３音節以上の語の場合、第１、第２音節までで弁別的な声調の型を形成し、第３
音節以降は [22]程度の高さで現れる。
以下に、語の音節別の調値を５段階で表示した例を挙げる（S=音節）。初頭子音の

性質によって、若干具体的な調値に異なりがあるが、弁別的ではない。
高平調 上昇調 下降調 上昇下降調

１音節語 ¯HőiP ´őa `Hői: ˆlu:

[S55] [S24] [S53] [S243]
「目」 「魚」 「二」 「ベルト」

２音節語 ¯Hői: hsu ´ő@ ma `Hői: Chi: ˆőe: tshiP
[S55S55] [S24S55] [S55S22] [S24S53]
「休憩」 「太陽」 「めがね」「危険」

4. 母音

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的であるが、長短は非鼻母音について
のみ対立する。
以下に母音の舌位置に着目して具体例を掲げる。

　短母音例　　　　　 長母音例　　　 鼻母音例　　　
i ´mi 火 `Hői: 二 ´mı̃ 名前
e ¯xa ïãe 鬼 ¯tshe: 日にち ¯sha Hbẽ 種
E ´hE Hgu 家 `hkE: 階段 ´Hge HgẼ 教師
a `sha 土 `hsa: 金 ´ljã 道
A ´ődýA Hba 泥 ¯kha htsA: 昨日 `HnÃ 天
O ´Pa ýO 母の兄弟 ´őO: zẼ 衣服 `HlÕ 牛
o ¯Ngo 頭 ´htCo: 小便 `n

˚
a khõ 鼻の穴

u `shu 歯 ´shu: lj@ 鋸 ´pu mũ 娘
W ´Pa khW 父の兄弟 ¯hkW: m@ 泥棒 ¯HgW̃ kha 冬
@ ´r@ 山 ¯hC@: p@ 幸せな ´Hg@̃ ïãW ぶどう
0 ´ïã0P 雷 ¯ú0: 騾馬 `HN0̃ 銀
8 ¯Ngu Hl8P 禿げの人 ¯Hna th8: 伝記 ´Hg8̃ mb@ 寺

5. 子音

子音は、単子音および子音連続に分けて具体例を挙げつつ考察する。
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5.1. 単子音
単子音の具体例は、可能な限り２例ずつ挙げる。

5.1.1. 閉鎖音・破擦音
Tshawarong方言は閉鎖音・破擦音について基本的に無声有気、無声無気、有声の３

系列を有する。
/úh, ú, ã/はしばしば破擦性をもつが、常に破擦音として実現するわけではないため、

閉鎖音として扱う。有声音の単子音の例は比較的少なく、あるとしても語中に現れる
のが通例である。/d, dý/は単子音として出現しない。

例語 語義 例語 語義
ph ¯phaP ぶた ´ph@ r@ ボウル
p ´pa Na: 倉庫 ´p@ HãW: はさみ
b ¯kh@P b@ 針
th ¯thaP rẽ 遠い ´th@ khE: 灰色の
t ´ta rı̃ 今 ´tA そして
d 該当なし
úh `úhaP 血 ¯úh@ 万
ú ¯úa pa 僧侶 ˆú@ ナイフ
ã ¯Ci ãu 歌舞 ¯htC@ ã0P 十六
kh ´Ngo kha 額 ´kh@ Ha 雪
k `ka: ra 蜘蛛 ´k@ wa 柱
g ˆl0P g@ ¯húa hpu 羊毛 `hta g@ ´ju wa あぶみ
P ´Pa Cõ 箸 ¯Pu あれ
tsh ¯tsha 塩 ¯tsh@ 犬
ts ´tsa 鶏 ´ts@ tsi: 親指
dz ¯mbu tsa dza ムカデ ´ka dziP いつ
tCh ´tCha HdWP 傘 ¯tCh@ bo 大きい
tC ´tCa 茶 ´tCu mu 尼
dý 該当なし

5.1.2. 摩擦音
Tshawarong方言は歯茎、前部硬口蓋、軟口蓋の摩擦音に無声有気、無声無気、有声
の３系列を有する。声門摩擦音は無声、有声の２系列が存在する。軟口蓋摩擦音/xh,
x, G/、声門摩擦音/h, H/、および/z/の単子音の例は比較的少ない。

例語 語義 例語 語義
sh `sha 土 ´sh@ she: 黄色い
s ´sa ma ごはん ´si: pa 露
z ´CuP pa ´za ma 朝食 `tChu zõ バケツ
Ch ¯Cha 肉 ¯Ch@: 昇る
C ¯Ca ra もの ´CuP pa 午前
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ý ´ýO: mõ 軽い ´ýi gi 本
xh ¯xhaP 残される `xhÃ 靴
x ¯xa ïãe 鬼 ˆxiP tshAP 注意深い
G ´tsha Ga ´p@ kaP 隔てる ´ma GAP ´re: 腐る
h ¯ha ´ku 理解する ´hE Hgu 家
H ˆHõ la ´j0P まだ ´ndi Hu 弾

5.1.3. 共鳴音
Tshawarong 方言の共鳴音は、/r, w, j/を除いて有声と無声の２系列が存在する。/r/
の実際の音価には代表的なものとして [R, ü, õ]など複数あり、すべて自由変異である。

例語 語義 例語 語義
m ´ma mu めす綿羊 ´m@ ht0P 花
m
˚

¯m
˚

a kha 夕方 `m
˚

Ẽ 薬
n ´naP pu 黒い ´nA Hbu 宝石
n
˚

`n
˚

a 鼻 ¯n
˚

Õ 存在する
ő ´őa 魚 ´ő@ ma 太陽
ő̊ `̊őı̃ 心臓 ¯ő̊@P 終わる
N ´Na 私 ¯Hl@ N@ 竹笛
N̊ ¯̊Na tshi 午後 ´̊No tshu 前
l ´la kha 頂上 ´lÃ Ngu 手
l
˚

¯l
˚
a 神仏 `l

˚
õ 南

r ´ra 山羊 ´r@ Hbõ うさぎ
w ´wa 狐 ¯Pa wu 祖父
j ´jaP する ´ji: tCh@ 信じる

5.2. 子音連続
ここでは、Tshawarong方言における子音連続を主子音 Ci に先行する要素によって
分類して述べ、ついでわたり音 Gを含むもの、３子音連続について述べる。

5.2.1. 前鼻音
前鼻音は、その後続子音が有声音か無声有気音かによって分けて例を挙げる。

有声音に先行する場合
mb : ´mbo:　なくす
nd : ´nda wa　月（年月）
ïã : ´ïãE:　米　　
Ng : ¯Ngo　頭　　
ndz : ´ndzi: b@　美しい
ődý : ´ődýa　虹　　
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無声有気音に先行する場合
m
˚ph : ¯m

˚phAP　跳ねる
n
˚th : `n

˚thẽ　引く　
ï̊úh : ¯ï̊úh@ hp@　胆嚢　
N̊kh : ¯N̊khE: p@　専門家
n
˚tsh : ¯n

˚tshaP　掃く　
ő̊tCh : ´ő̊tCh0P mi　バター灯

5.2.2. 前気音
前気音は、その有声性が後続子音と一致する。

hp : ¯hpu　毛　　
ht : `hto Ha　腹　　
hú : `húÕ　雲　　
hk : `hk@ lı̃　首　　
hts : ¯htsa: khÕ　トイレ
htC : ¯htCaP　鉄　　
hs : `hsa:　金　　
hC : ´hCÕ khW　狼　　
Hb : ´Hba HbaP　皮　　
Hd : ´Hdu　石　　
Hã : `Hãa wu　仇　　
Hg : ´Hg0P　鷹　　
Hdz : ´Hdzu ma　腸　　
Hdý : ´Hdýa riP n@　漢族　
Hz : ¯HzaP pu　つるつるの
Hý : ˆHý@　四　　
Hm : ¯Hma　傷口　
Hn : `Hna Hdý0̃　耳　　
Hő : ¯Hői: tCho　涙　　
HN : ¯HN8̃ mb@　狩人　
Hl : `Hlo Ha　肺　　
Hj : ¯HjOP　乗る　

5.2.3. わたり音を含むもの
少数ながら、わたり音には/w, j/が存在する。借用語の例もある。

úhw : ´úhwã　穴が開く
kw : `úõ kwo　中国　
gw : ´Hdõ gwa　きゅうり
tsw : ¯htswa　草　　
Cw : ´Cwa　帽子　
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xw : ¯xwa sẽ　落花生
thj : ¯thj8P　叱る　
lj : ˆhpÃ ljOP　板　　
l
˚
j : ¯l

˚
joP　教える

5.2.4. ３子音連続
Tshawarong方言でもっとも複雑な初頭子音の形式である。確認される例は少ない。

HNw : `HNw8̃　釣る　
htj : ¯htj8P　ほとばしる
Hdj : `HdjÃ　結ぶ　
Hlj : `Hljo: tsha　持っておく

6. 蔵文との対応関係による Tshawarong方言の特徴づけ

チベット文語（蔵文）形式と口語形式の対応関係を探ることは、チベット語方言の
特徴を分析する伝統的な手法である（西 (1986)、江荻 (2002)、張濟川 (2009) など参
照）。ここでは、Tshawarong方言の特徴を初頭子音と母音＋音節末形式および声調の
３つに分けて述べる。また、Tshawarong 方言を特徴づける要素について、適宜他方
言の事例との対比を注記する。なお、この考察の目標は通時的な議論を行うのではな
く、方言の特徴づけを行うためのいくつかの指標に基づいた対応関係を提示すること
にある。
なお、蔵文は本節における蔵文形式は括弧に入れ、イタリックで示す。チベット文
字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 (2004: 379–390)を参照。

6.1. 初頭子音
Tshawarong 方言の初頭子音の形式は、蔵文と比べると単純である。先行研究で注
目されるいくつかの対応関係に着目して述べる。

6.1.1. 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性
閉鎖・破擦・摩擦音について、蔵文で基字に先行する子音がない有声音字 g, j, d, b,

zh, z16およびそれに足字 y, rを伴うものは、Tshawarong方言の語頭においてそれぞれ
の調音点の無声音に対応する。同様の基字に頭字もしくは前接字がある場合は、一律
に有声音が対応する。この対応関係は広くカムチベット語にみられる関係と同じであ
る。以下に例を挙げる。

無声音例
´pa mu「霜」(ba mo)
´tCaP p@「強盗」(jag pa)
´ta rı̃「今」(da ring)

´tsÕ「壁」(gyang)
´tsa「鶏」(bya)
´Cı̃ mb@「農民」(zhing pa)
有声音例

16 有声音字としては dzも含まれるが、dzではじまる蔵文形式に対応する口語形式は得られていない。



114 アジア・アフリカの言語と言語学 15

´Hbi: pa「蛙」(sbal ba)
´HdýOP p@「重い」(ljid pa)
´Hda:「研ぐ」(rdar)

´Hdza: pa「太った」(rgyag pa)
`HýÃ「学ぶ」(sbyang)
ˆHý@「四」(bzhi)

摩擦音について、蔵文で基字に先行する子音がない無声音字 s, shには無声有気音
が対応する。先行する子音があれば無声無気音が対応する。以下に例を挙げる。

`sha「土」(sa)
¯Cha「肉」(sha)
¯hsa: Hba「新しい」(gsar pa)

`hCEP「語る」(bshad)

摩擦音の有声音字 z, zhについて、基字に先行する子音がない場合でも、語中にく
る場合、有声音が対応する。

`Hza「曜日」(gza’) ´Hý@ htCu「四十」(bzhi bcu)

ただし、規則的にそうなるとは言えない。以下に例を挙げる。
´sa ma「ごはん」(za ma)
´CuP pa ´za ma「朝食」(zhogs pa za ma)

6.1.2. 蔵文 sh, zh対応形式
蔵文 sh, zh対応形式は 6.1.1に掲げた例にも示されているが、前部硬口蓋摩擦音に
なる17。以下に例を挙げる。

`Cha:「東」(shar)
`húa Chi:「吉祥」(bkra shis)

´Cu: pa「朝」(zhogs pa)
´Cwa「帽子」(zhwa)

6.1.3. 蔵文 c, ch, j対応形式
蔵文 c, ch, j対応形式は 6.1.1に掲げた例にも示されているが、前部硬口蓋破擦音に

なる。以下に例を挙げる。

´tCh@ ra「雨」(char pa)
´tCa「茶」(ja)
¯ő̊tChã「踊る」(’cham)

´HdýOP p@「重い」(ljid pa)
´ődýa「虹」(’ja’)

6.1.4. 蔵文 Py対応形式
蔵文 Pyは、p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
Tshawarong方言の蔵文 Py対応形式は 6.1.1に掲げた例にも示されているが、基本

的に歯茎破擦音になる。以下に例を挙げる。

17 このように繰り返しておくのは、Suzuki et al. (2019)にもあるように、この蔵文対応形式がカムチベット語各種方
言で異なりが大きいからである。
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´tsa「鶏」(bya)
¯tsha khe「半分」(phyad ka)

¯n
˚tshaP「掃く」(’phyag)

´ts@ ma「砂」(bye ma)

ただし、前部硬口蓋摩擦音で対応するものもある。以下に例をあげる。

`HýÃ「学ぶ」(sbyang) ¯Hýa: kha「夏」(dbyar kha)

例外的なものに、前部硬口蓋破擦音が対応するものがある。たとえば、´tCa rõ「か
らす」(bya rog)などである。

6.1.5. 蔵文 Ky対応形式
蔵文 Kyは、k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
Tshawarong方言の蔵文 Ky対応形式は、基本的に歯茎破擦音になる。以下に例を挙

げる。

¯tsh@「犬」(khyi)
´nda htsi: 「中旬」(zla dkyil)
`n
˚tshaP「寒い」(’khyags)

´Hdz@P「撃つ」(rgyab)
¯ndzu: pu「速い」(mgyogs pa)

ただし、蔵文 sky対応形式には、前部硬口蓋摩擦音と歯茎破擦音の２種類がある。

前部硬口蓋摩擦音例
¯hC@: p@「幸せな」(skyid po)
`hCu: mũ「酸っぱい」(skyur mo)

歯茎破擦音例
¯htsa hp@「大便」(skyag pa)

例外的なものに、前部硬口蓋破擦音が対応するものがある。たとえば、´Hdýa riP n@

「漢族」(rgya rigs myi)などである。

6.1.6. 蔵文足字 rを含む組み合わせの対応形式
蔵文足字 rを含む組み合わせには、Pr (=p, ph, bに足字 rを伴う形式を含む対応形
式)、Kr (=k, kh, gに足字 rを伴う形式を含む対応形式)、Tr (=dr, ’dr)、srなどがある
が、蔵文 sr対応形式を除き、基本的にそり舌閉鎖音になる。以下に例を挙げる。

´úh@ mõ「細い」(phra mo)
´úaP「がけ」(brag)
´ïã0P「龍」(’brug)
`úhaP「血」(khrag)
´úõ tshu「村」(grong tsho)

`húa「髪」(skra)
´ïãu「行く」(’gro)
ˆú@「尋ねる」(dri)
¯úWP「六」(drug)
¯xa ïãe「鬼」(sngag ’dre)

一方、Tshawarong方言における蔵文 srを含む形式の一般的な対応は前気音を伴う
無声無気歯茎摩擦音である。以下に例を挙げる。
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`hsuP「命」(srog) `hsu: 「守る」(srung)

6.1.7. 蔵文 l, lh対応形式
Tshawarong方言では、蔵文 l, lhは基本的にそれぞれ/l, l

˚
/に対応する。以下に例を挙

げる。

蔵文 l
´lÃ Ngu「手」(lag mgo)
´l0P「綿羊」(lug)

蔵文 lh
`l
˚
õ「南」(lho)

¯l
˚
a「神」(lha)

ただし、蔵文 lh対応形式が軟口蓋摩擦音となる場合もある。以下に例を挙げる。

`xhÃ「靴」(lham) ¯xhaP「残される」(lhag)

蔵文の基字と足字 lの結合に関する対応形式は、蔵文 slが/l
˚
/に対応する以外は、基

本的に/Hl/に対応する。以下にまとめて例を挙げる。

`Hl@ Ha「月（天体）」(zla ba)
`Hlo Ha「肺」(glo ba)
¯HlaP b@「脳」(klad pa)

¯Hla ma「ラマ」(bla ma)
`Hl0̃「風」(rlung)
¯l
˚
joP「教える」(slob)

蔵文 zl対応形式の例外として、´nda wa「月（年月）」(zla ba)がある。

6.1.8. 蔵文基字 y対応形式
Tshawarong方言では、蔵文基字 yは基本的に/ý/に対応する。

´ýO: mõ「軽い」(yang mo)
´ýi gi「本」(yi ge)
´HýaP「おすヤク」(g.yag)

´HýE: laP「右」(g.yas lag)
¯HýE:「借りる」(g.yar)

ただし、蔵文単独基字 yの対応形式には、/j/もある。以下に例を挙げる。

´ji: tCh@「信じる」(yid ches) ´ja sheP「起きる」(yar sad)

6.1.9. 前鼻音を含む子音連続
Tshawarong 方言の前鼻音を含む子音連続については、前鼻音要素に後続する子音

に無声有気音と有声音の２種が認められる。前鼻音に対応する蔵文の前接字には ’と
mの２種があるが、口語形式では鼻音部と後続子音は常に調音点を同じくする。以下
に例を挙げる。
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`mbu「虫」(’bu)
´ődýa「虹」(’ja’)
´ndzÃ Hlı̃「世界」(’dzam gling)
¯nda「弓矢」(mda’)
¯ndz@ ïã@「指」(mdzu ?)
´ïãiP「正しい」(’grig)

¯m
˚phAP「跳ねる」(’phag)

`n
˚thẽ「引く」(’then)

¯n
˚tshu「放牧する」(’tsho)

`n
˚thõ「見える」(mthong)

¯N̊khE: p@「専門家」(mkhas pa)
¯ï̊úh@ hp@「胆嚢」(mkhris pa)

6.2. 蔵文母音字＋後接字の組み合わせの対応形式
蔵文母音字＋後接字の組み合わせに関する基本的な対応関係は、以下のように示す

ことができる18。
V\C # / ’ b d g m n ng r l s

a a / @ @P eP / EP aP ã / Ã Ẽ Õ / Ã a: e: / i: E:

i @ @P iP ı̃ ı̃ i: i:
u u / W @P / joP 0P 0P / WP Õ 0̃ 0̃ / õ 0: W:

e i / j@ jOP / j@P iP aP ẽ ẽ a: / e: i: / 0: e:

o u joP 0P / eP oP / uP Õ 8̃ õ 8: 0: 0:

以上のうち、蔵文の後接字 b, d, gを伴う形式に対応する口語形式は声門閉鎖音を伴
い、後接字m, n, ngを伴う形式に対応する口語形式には鼻母音が現れ、後接字 r, l, sを
伴う形式に対応する口語形式には長母音が現れるというのが主たる対応関係である。
母音＋音節末形式の音対応は以上のようにまとめられるが、これは１つの主要な傾

向を示すにとどまる。また、語中と語末で対応関係が異なる場合もあるが、詳細は省
略する。以下に、語末に現れる具体例をあげる。
蔵文開音節形式（#, ’の場合）の音対応例は、以下のようである。

`kha「口」(kha)
¯nda「矢」(mda’)
´rW: p@「骨」(rus pa)
´r@「山」(ri)
¯tChu「水」(chu)

¯shW「誰」(su)
´mi「火」(me)
´shu: lj@「鋸」(sog le)
´Hdu「石」(rdo)

蔵文後接字が閉鎖音字（b, d, gの場合）の音対応例は、以下のようである。

´őoP「西」(nub)
´tj@P「ノート」(deb)
¯l
˚
joP　「教える」(slob)

`hkEP「声」(skad)
¯phe tsh@P「拭き消す」(phar ’phyid)

´p0P「チベット」(bod)
`úhaP「血」(khrag)
¯htCiP「一」(gcig)
´ïã0P「雷」(’brug)
`hsuP「命」(srog)

蔵文後接字が鼻音字（m, n, ngの場合）の音対応例は、以下のようである。

18 行見出しが蔵文形式の母音字、列見出しが蔵文形式の後接字、それ以外の部分が Tshawarong方言の母音＋音節末
形式である。また、本節内で#は後接字が存在しないことを示す。
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`HnÃ「天」(gnam)
`hsÕ「三」(gsum)
´tÕ「熊」(dom)
`m
˚

Ẽ「薬」(sman)
¯HnÕ őı̃「あさって」(gnangs nyin)
`Hd0̃「七」(bdun)
´k8̃「身につける」(gon)

¯ha jÕ「銅」(ha yang)
`̊őı̃「心臓」(snying)
´őõ őõ「少ない」(nyung nyung)
¯kha htı̃「屋根」(khang steng)
`htõ「千」(stong)

蔵文後接字がその他の子音字（r, l, sの場合）の音対応例は、以下のようである。

´lu hsa: 「新年」(lo gsar)
`hsa: 「金（きん）」(gser)
¯hk8: 「回る」(skor)
¯Hdu ´r0 HbE:「亀」(rdo rus sbal)
´nda htsi: 「中旬」(zla dkyil)
`sha Ng0: 「地が震える」(sa ’gul)

`Hői: Chi: 「めがね」(dmyig shel)
¯kh0: 「沸く」(khol)
`hkE:「階段」(skas)
`Hői: 「二」(gnyis)
´ma: hkW:「下げる」(mar skur)
¯tCh0:「経文」(chos)

6.3. 声調
声調を有するチベット語方言の分析において、声調の歴史的発展は議論されるべき
重要な問題である。ここでは通時的な議論で注目される蔵文との対応関係を基準に述
べる。

Tshawarong 方言では、蔵文と声調の対応関係が比較的明瞭に現れるのは単音節語
の事例に限られる。複音節語の声調パターンは、蔵文との対応のみで決定されるもの
ではないようである。このため、以下に示すのは単音節語の事例のみとしておく。

Tshawarong 方言の声調体系は、語声調で語頭の音節初頭部が高いか低いかの異な
りと音節末尾で下降するかしないかの２通りで構成され、計４種の弁別が行われる。
チベット語の声調発生は音節初頭子音群の単純化と密接な関連がある。Tshawarong
方言の場合、音節初頭における声調の高さの蔵文との対応関係について、先に述べた
母音と同様に簡潔に対応の傾向を述べると、以下のようになる。（無指定）とする点
は、声調の現れと頭字/前接字の有無に関連性があまり見られないものである。
頭字/前接字 基字など 声調
（無指定） 無声無気閉鎖・破擦・摩擦音、無声有気閉鎖・破擦音 高
なし 有声閉鎖・破擦・摩擦音 低
あり 有声閉鎖・破擦・摩擦音 高・低
なし 共鳴音 低
あり 共鳴音 高
（無指定） 足字 l 高
以上のうち、頭字/前接字のある有声閉鎖・破擦音に対応する口語形式には、高・低
両方の声調が現れる19。

19 これはカムチベット語mBathang（巴塘）方言や Derge（徳格）方言でも報告がある。格桑居冕 (1985)、江荻 (2002:
264–265)など参照。
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共鳴音の場合、原則的に頭字/前接字がなければ低はじまりの声調に、頭字/前接字
があれば高はじまりの声調に対応する。
音節末における声調の下降の有無については、声調が高はじまりの場合で末子音字

が閉鎖音のときは下降せず、それ以外は下降するという傾向がある。しかし、現段階
では蔵文との対応関係で合理的な説明を与えることは困難である。

7. 形態論に関する注目点

Tshawarong方言の形態論上の特徴として、動詞の接頭辞としての方向接辞20が挙げ
られる。この方言には、いくつかの動詞語幹が常に特定の方向接辞とともに用いられ
るという特徴が見られる21。このため、語彙集においてはそのような動詞語幹につい
て、できるかぎり出現可能な方向接辞とともに示しておくことが理想的である22。本
稿では、語彙記録の過程において、特定の方向接辞と動詞語幹の組み合わせを見出し
たものについては、その方向接辞を記載した。その概要を以下にまとめておく。

Tshawarong 方言の方向接辞には次のようなものがある。共起する動詞を添えて掲
げる。

方向接辞 具体例
ja- ´ja sheP「起きる」、¯ja mÕ「増える」
ma- ´ma pWP「下りる」
mE(:)- ´mE phuP「選び出す」、¯mE: HmÕ「飲みこむ」
m@- ´m@ úẼ「思い出す」
tshe- `tshe Hãi: 「包む」、¯tshe n

˚thẽ「持ち出す」
tsh@- `tsh@ Hl8̃「得る」
pha- `pha khõ「移動させる」
phe- ¯phe tsh@P「拭き消す」、¯phe s@: 「言う」
ph@- ¯ph@ r0: 「指す」
p@- ´p@ ljẼ「負う」
la- ´la hsE:「灯す」、´la ïãu「入る」

以上のうち、ja-は「上」(yar) と関係があり、m-を含む形式は「下」(mar) と関係
があると考えてよい。tsh-を含む形式は「内」(tshur)と関係があり、ph-を含む形式は
「外」(phar)と関係があると言える。

p@-と la-については、蔵文に対応語を求めることは難しい。p@-は１つの例しか見つ
かっていないが、周辺の方言群には認められる。la-が現れる例は多く認められるが、
周辺の方言群には認められない。
チベット系諸言語全般を見ると、動詞形態論における方向接辞という範疇を認める

ことはできるが、多くは４方向（「上」「下」「内」「外」）を認めるにとどまり、かつそ
の表す意味が具体的な方向指示と関連する。Tshawarong 方言では、具体的な方向を

20 方向接辞とは、動詞に付加されて、方向を示すだけでなく言語によってはさまざまな意味機能を担う接辞であ
る。チベット・ビルマ系では、羌語支（川西走廊諸語）の諸言語に多く認められる。詳細については、Post (2020)や
Shirai (2020)を参照。
21 この特徴は察隅県古拉郷で話される nGola方言にも認められる。Tournadre & Suzuki (2021)を参照。
22 ただし、本稿の語彙リストにおいては、形態素分析を提示しない。
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表すわけではないのにもかかわらず用いられる点に大きな異なりがある。また、南部
カム地域の方言、たとえば甘孜州郷城県や得榮県の諸方言には、命令形を形成する接
頭辞 p@-が方向接辞の位置に現れる例もある23。一方 Tshawarong方言では、方向接辞
と命令形は関連しないようである。

Tshawarong 方言が方向接辞を発達させた背景には、ラモ語など方向接辞を文法的
範疇で用いる近隣言語 (Tashi Nyima & Suzuki 2018, Suzuki et al. 2021)の影響も考え
られるが、本稿では単に指摘するにとどめ、今後詳細な議論が必要であることのみ述
べておく。
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分類語彙 1100
配列は華侃　主編 (2002)に準拠し24、名詞（天文地理、人体、人物、家畜、その他

の動物、植物、食物、衣料装飾、住居、生活用具、その他道具、文化教育、抽象物、位
置方角、時間）、数詞、代名詞、形容詞、動詞の順である。

天文地理

天　　 `HnÃ

太陽　 ´ő@ ma
光　　 ´wi: ze:

月　　 `Hl@ Ha
星　　 ¯hka Hma
天気　 `HnÃ hCı̃
雲　　 `húÕ

雷　　 ´ïã0P

風　　 `Hl0̃
雨　　 ´tCh@ ra
虹　　 ´ődýa

雪　　 ´kh@ Ha
雹　　 ¯sha r@
霜　　 ´pa mu
露　　 ´si: pa
霧　　 ¯Hl0̃ hp@

氷　　 ´ïãWP

火　　 ´mi
煙　　 ´tW l0̃
電気　 `HluP

空気　 ´tW l0̃ / `Hl0̃
蒸気　 ¯Hl8̃ mb@

24 ただし一部個別例について補足したものも含む。
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旱魃　 ´thi hp@

水害　 `tChu lũ
世界　 ´ndzÃ Hlı̃
地　　 `sha
山　　 ´r@
谷　　 ´r@ wũ
がけ　 ´úaP / ´úa: r@
岩石　 ´úaP

洞窟　 ´úaP ph0P

洞穴　 ¯ph0P

川　　 ¯tChu po
湖　　 `n

˚tshu
海　　 ´Hdýa n

˚tshu
道　　 ´ljã
土　　 `sha
水田　 `tChu ýı̃

牧区　 ¯ïãaP p@ ¯ïã0P / ´ïão: sha
石　　 ´Hdu
砂　　 ´ts@ ma
埃　　 ´th0 Ha
泥　　 ´ődýA Hba
水　　 ¯tChu
金　　 `hsa:

銀　　 `HN0̃

銅　　 ¯ha jÕ
鉄　　 ¯htCaP

場所　 ¯sha tCh@

長江　 ¯ïã@ tCho
ラサ　 ¯l

˚
a sh@

ポタラ宮 ´pu te tshE

村　　 ´úõ tshu
橋　　 ¯ndzÃ mb@

人体

体　　 ´lW hpu
頭　　 ¯Ngo
髪　　 `húa
お下げ ´húa tCoP

額　　 ´Ngo kha
眉毛　 ´mi: hpo
目　　 ¯HmiP / ¯HőiP
鼻　　 `n

˚
a

鼻の穴 `n
˚

a khõ
耳　　 `Hna Hdý0̃

顔　　 `kha nÃ

ほほ　 `kha nÃ g@ ´khẽ
口　　 `kha
あごひげ ¯kha hpo
首　　 `hk@ lı̃
肩　　 ´úhaP p@

乳　　 ´ho ma
腹　　 `hto Ha
腰　　 ¯hk@P p@

尻　　 ´ődý0P Hdu
太もも ¯hkã mb@

ひざ　 ´pa mũ
下腿　 ¯hkã m@ ´ts@ zÃ

足　　 ¯hkã mb@

手　　 ´lÃ Ngu
腕　　 ¯tshiP
指　　 ¯ndz@ ïã@

手のひら ´lA: n
˚thi:

親指　 ´ts@ tsi:
中指　 ¯hts@ hki ´lÃ Ngu
爪　　 ´she mu
拳　　 `khu thuP

あざ　 `m
˚

e wa
傷口　 ¯Hma
しみ　 ¯Hma
血　　 `úhaP

脳　　 ¯HlaP b@

骨　　 ´rW: p@

歯　　 `shu
犬歯　 `tsh@ `shu
舌　　 `htC@ li
肺　　 `Hlo Ha
心臓　 `̊őı̃
胆嚢　 ¯ï̊úh@ hp@

胃　　 ¯phu kh@

腸　　 ´Hdzu ma
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大便　 ¯htsa hp@

小便　 ´htCo:

屁　　 ¯htsa hp@

汗　　 ¯htsa Hd0P

痰　　 ¯kha tCho
鼻水　 ¯n

˚
a tCho

涙　　 ¯Hői: tCho
声　　 `hkEP

死体　 ´ru
命　　 `hsuP

人物

人　　 ´m@

人民　 ˆmi HmÃ

平民　 ´mi riP
チベット人　´p0P riP n@

漢族　 ´Hdýa riP n@

外国人 ¯tChi Hdýa m@

大人　 ´ői tChA b@

子供　 ´Pa őõ / ´Pa n0 ´tChõ tChõ
赤ん坊 `hta n@ ´tsa zAP

老人　 ´HgẼ mbu
老婦人 `HgẼ mũ
男　　 ´pu
女　　 ´pu mũ
男女　 ˆpu dA ´pu mũ
少年　 `phu hsa:

少女　 ´pu mũ
専門家 ¯N̊khE: p@

商人　 `tshõ p@

医者　 ¯m
˚

Ẽ mb@

農民　 ´Cı̃ mb@

軍人　 ¯HmaP m@

牧民　 ´ïão hp@

牧人　 ´ïão hp@

大工　 ´Ch ı̃ Hzu
鍛冶屋 `htCaP Hzu
船大工 ´úu ze ˆúÃ m@ / ´úu p@

狩人　 ¯HN8̃ mb@

独身　 ´m@ htCiP
学者　 ´ýi gi `ődýÃ m@

翻訳家 ¯hkEP Hdýu:

こじき ¯Hda m@ ¯l
˚
õ m@

泥棒　 ¯hkW: m@

強盗　 ´tCaP p@

病人　 ´őEP p@

仇　　 `Hãa wu
友人　 `Cha phu
教師　 ´Hge HgẼ

石屋　 ¯Hdu Hzu m@

肉屋　 ¯hCE hp@

盲人　 ¯HőiP ´m@ n
˚th0̃

聾唖者 ¯Hna Hdý0P ´m@ n
˚tsh8:

禿げの人 ¯Ngu Hl8P

ばか者 ¯Hlã mba
狂人　 ¯ő̊õ ma
口の利けない人　`kha úo ¯hCEP ´m@ Che:

祖父　 ¯Pa wu
祖母　 ´Pa ýi
父　　 ´Pa ba
母　　 ´Pa ma
両親　 ´Pa ba ´Pa ma
息子　 ´pu
息子の嫁 `Hna ma
娘　　 ´pu mũ
娘婿　 ´pu mũ ´ő@ ma
孫息子 ´Pa őõ
兄　　 ´Pa bu
姉　　 ´Pa bu
弟　　 ´Pa őõ
妹　　 ´mi mi
父の兄 ´Pa khW

父の兄の妻　´Pa ni
父の弟 ´Pa khW

父の弟の妻　´Pa ma
甥　　 ´pu tChõ
兄弟　 ´ru hp@

姉妹　 `mu őı̃
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母の兄弟 ´Pa ýO

母の兄弟の妻　´Pa ni
親戚　 ´ő@ wa
夫　　 ´Hla Hlı̃

妻　　 ¯m@ naP

双子　 ¯n
˚tsh@ ma

孤児　 ´Pa ba ´Pa ma ´miP m@

家畜

牛　　 `HlÕ
ヤク　 ´HýaP

めすヤク ´ïã@

皮　　 ´Hba HbaP

毛　　 ¯hpu
尾　　 ´Nga m@

馬　　 `hta
子馬　 ¯hta Hdý0P

おす馬 `hta phu
めす馬 `hta mu
羊　　 ´ra
綿羊　 ´l0P

めす綿羊 ´ma mu
山羊　 ´ra
羊毛　 ˆl0P g@ ¯húa hpu
騾馬　 ¯ú0:

ロバ　 ¯ku r@
らくだ `HNa mõ
ぶた　 ¯phaP

めすぶた ´mu phaP

おすぶた ´phu phaP

子ぶた ´phaP úh0P

ぶた糞 `phaP g@ ¯htsa hp@

犬　　 ¯tsh@

めす犬 `tsh@ mõ
猟犬　 ¯Cha tsh@

犬糞　 `tsh@ g@ ¯htsa hp@

猫　　 ´Pa li:
うさぎ ´r@ Hbõ
鶏　　 ´tsa
おんどり ´tsa phu
めんどり ´tsa mõ
翼　　 ¯HdaP m@

羽　　 ¯húa hpu
鶏糞　 ´tsa ¯htsa hp@

鴨　　 `tChu ýa

その他の動物

虎　　 ¯htaP

龍　　 ´ïã0P

爪　　 ´she mu
猿　　 `hú0:

象　　 `HlÕ tChẽ
野牛　 ´ïã@

熊/パンダ ´tÕ
野ロバ ¯htCÕ hta
土ねずみ ´ts0 Ha
リス　 `tha shi shi
狼　　 ´hCÕ khW

狐　　 ´wa / ´wa mõ

鳥　　 ´tsa tChõ
鳥糞　 ´tsa ¯htsa hp@

鷹　　 ´Hg0P

ふくろう ´HuP pa
からす ´tCa rõ
鸚鵡　 ¯Pa ni ´m@ tshu
亀　　 ¯Hdu ´r0 HbE:

蛇　　 `Hã0:

蛙　　 ´Hbi: pa
魚　　 ´őa
虫　　 `mbu
蚤　　 ¯ChiP
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ハエ　 ´HãÕ mi
蜘蛛　 `ka: ra
蜘蛛の糸 ¯ka: n

˚thaP

ムカデ ¯mbu tsa dza
ミミズ ¯tChu mbW

アリ　 ´úõ m@

アリ塚 ´úõ tshÕ

ミツバチ ´mbu úÃ

ばった ´tsha tsha

植物

木　　 ¯Ch ı̃ phõ
幹　　 ¯Ch ı̃ phõ ¯Hga: úhe
根　　 ´Ch ı̃ n

˚thaP

葉　　 ´Ch ı̃ l0:

花　　 ´m@ ht0P

桃　　 ¯khã mbu
梨　　 `hku ýõ
柿　　 ¯Pa ni ´ïã0: p@

ぶどう ´Hg@̃ ïãW

はすの花 ¯pE: ma ´m@ ht0P

冬虫夏草 `mbu
サトウキビ　´tA: HãÕ

胡桃　 ¯hte: Hg@

穀物　 ´l0 th0P

食料　 ´ïã0: riP

米　　 ´ïãE:

種　　 ¯sha Hbẽ
小麦　 ´őE:

青禾果 [裸麦の一種]　´őE:

とうもろこし　´ta mbo:

大根　 ´la puP

唐辛子 ´nda tC0:

たまねぎ ¯tshõ
にんにく ´HguP p@

きゅうり ´Hdõ gwa
落花生 ¯xwa sẽ
草　　 ¯htswa
きのこ ´Ch@ mõ
ひまわり ´ő@ ma ´m@ ht0P

食物

ごはん ´sa ma
粥　　 ´ïãE: th0P

小麦粉 ´úu HdýE:

モモ [具入りの蒸しパン]　´őe mõ
麺　　 ¯tChẼ mb@

蒸しパン ´őe mõ
朝食　 ´CuP pa ´za ma
昼食　 ´őa tshẼ ´sa ma
夕食　 ¯m

˚
a kha ´sa ma

ミルクティー　´hõ ma
肉　　 ¯Cha
ツァンパ [炒った裸麦の粉末]　¯htsã mb@

牛肉　 ¯HlÕ Cha
塩　　 ¯tsha
砂糖　 `Chi: ¯ka: ra
酢　　 ¯tshu
卵　　 ¯Hgõ Ha
酒　　 ¯Pa raP

湯　　 ¯tChu kh0:

茶　　 ´tCa
タバコ ´to Ha
薬　　 `m

˚
Ẽ
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衣料装飾

糸　　 ¯hk0P p@

布　　 ´ra:

衣服　 ´őO: zẼ

チュバ [チベットの民族衣装]　¯tChu b@

ボタン ´k0: Hãu
ズボン ¯n

˚
ã mbu

スカート ¯n
˚

ã mbu ´tChu b@

帽子　 ´Cwa
ベルト ˆlu:

靴下　 ´wa ts@

靴　　 `xhÃ

櫛　　 ´shu mÕ

宝石　 ´nA Hbu
イヤリング　´mbu riP
指輪　 ´lA n

˚thiP
ブレスレット　´lÃ Ngu ¯hta: sh@

住居

枕　　 ¯ő̊Ẽ Ngu
布団　 ¯htã
家　　 ´hE Hgu
屋根　 ¯kha htı̃
キッチン ´sa ma ´Hzu sh@

階層建築 ´la kha kha htı̃
倉庫　 ´pa Na:

牛小屋 ¯HlÕ ´ka: sh@

ぶた小屋 ¯phaP ´ka: sh@

馬小屋 `hta ´ka: sh@

羊小屋 ´ra ´ka: sh@

レンガ ´sha phAP

壁　　 ´tsÕ

丸太　 `Ch ı̃
板　　 ˆhpÃ ljOP

柱　　 ´k@ wa
門　　 ¯Hgu
玄関　 ´Hgu tChẽ
窓　　 ˆka khõ
階段　 `hkE:

梁　　 ´Hdõ mb@

ステップ ˆHdza hkE:

テント ´k0: r@
牛毛テント　ˆïã@ g@ ´k0: r@
トイレ ¯htsa: khÕ

生活用具

もの　 ¯Ca ra
いす　 ´Hd0: sh@

ベッド ´őA: úh@

箱　　 `Hgã
石鹸　 ´ji: ts@

鏡　　 ¯Chi: Hgu
明かり `HluP

蝋燭　 ´la úu
薪　　 `Ch ı̃
火打石 ´mi Hdu
ごみ　 ´ku ljOP

鉄なべ ´lu ku
ナイフ ˆú@
柄杓　 ´kha ti
木製椀 `Ch ı̃ ´ph@ r@
ボウル ´ph@ r@
箸　　 ´Pa Cõ
バケツ `tChu zõ
針　　 ¯kh@P b@

はさみ ´p@ HãW:

傘　　 ´tCha HdWP

鍵　　 ´Hde miP
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車輪　 ´N̊kh8 lu
棒　　 `hta lAP

鞍　　 `hta htCaP

あぶみ `hta g@ ´ju wa
蹄鉄　 `hta ¯hka mba

めがね `Hői: Chi:
船　　 ´úu zı̃
飛行機 ¯Hna: úÃ

自転車 ¯hkã úh0:

その他道具

道具　 ´lAP tCha
斧　　 `hta r@
金槌　 ´tho wa
鋸　　 ´shu: lj@
鋤　　 ¯htCa: khaP

ガソリン `sha ő̊@̃

包丁　 `hta r@
銃　　 ´m@ nda

弾　　 ´ndi Hu
弓　　 ¯nda
矢　　 ¯nda
火薬　 ´mi Hdz@

毒　　 ´t0P

ノート ´tj@P

キルト ´phu kE

文化教育

文字　 ´ji ge
絵　　 ´r@ mõ
本　　 ´ýi gi
紙　　 ¯Ch0P htõ
ペン　 ¯kÃ pi
学校　 ¯l

˚
O: khÕ

話　　 ¯hkaP tCh@

チベット語　´p0P hkEP

チベット文語　´piP ýiP
名前　 ´mı̃
姓　　 ´mı̃ riP
新聞　 `tsha: hpa:

物語　 `Hna htã
伝記　 ¯Hna th8:

笑い話 `Hga z@ ´ýi mo ¯hkEP

声　　 `hkEP

歌　　 ¯Ci ãu
民謡　 ´őE: mu ¯Ci ãu
踊り　 ¯Ci ãu
さいころ ¯Chu
太鼓　 `HNa
どら　 ´N̊kha HNa

ベル　 ¯tChW tsheP

竹笛　 ¯Hl@ N@

鈴　　 ´ú0: bu
ラッパ ´la ba
お面　 ´mbaP

神仏　 ¯l
˚
a

女神　 ¯l
˚
a mu

鬼　　 ¯xa ïãe
女鬼　 ´pu mu ¯ïãe
仏陀　 `shÃ HdýE: / ¯l

˚
a

天堂　 ¯Hna khWP

輪廻　 ´N̊kho wa
運　　 ´lja ïãu
善行　 ´lja k@ ¯HzÃ mbu
ラマ　 ¯Hla ma
僧院長 ¯N̊khẼ mbu
僧侶　 ¯úa pa
尼　　 ´tCu mu
閻魔　 ´HőE: kha `tCh0: tCh0: ´HdýA: p@

寺　　 ´Hg8̃ mb@

経堂　 `l
˚
a khÕ

経院　 ¯l
˚
a khÕ g@ ´Hg8̃ mb@
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バター灯 ´ő̊tCh0P mi
カタ [祝福の意を表すスカーフの一種]　
¯kha daP

いけにえの動物　¯tsh@ thE: `htõ

お経　 ¯tCh0:

数珠　 ´úhẽ Na
金剛　 ´Hdo Hdýe

抽象物

中国　 `úõ kwo
生活　 ¯n

˚tshu wa
間違い ´ma reP

危険　 ˆőe: tshiP
区別　 ¯kha kha
吉祥　 `húa Chi:
感謝　 `tshaP tshiP shõ

色　　 ¯tsha hs@

夢　　 `Hm@ lã
考え　 ´úẼ ndaP

力　　 ´ndoP

監獄　 `htse: khÕ

位置方角

東　　 `Cha:

南　　 `l
˚
õ

西　　 ´őoP

北　　 ´tCã
中間　 ¯htse: hkiP
そば　 ´htso wa
左　　 ´úo: laP

右　　 ´HýE: laP

前　　 ´̊No tshu
後　　 ´htsa Hgo
外側　 ¯tCh@ loP

内側　 ´nA l0P

周り　 ´htso wa

頂上　 ´la kha
上側　 ´la kha
下側　 ´la htsa
上　　 ´la kha
下　　 ´la htsa
下の方 ´la htsa
以上　 ´la tCheP

以下　 ´ma tCheP

上へ　 ´la kha la
下へ　 ´la htsa m

˚
EP

上半身 ´lW hpu ´la tCheP

下半身 ´lW hpu ´ma tCheP

時間

時間　 ´t0 tsheP

今日　 ´Pa rı̃
昨日　 ¯kha htsA:

おととい `̊Nu: la
明日　 ´sho: ýu
あさって ¯HnÕ őı̃
しあさって　´sho: ýu tCi na
今晩　 ´Pa rı̃ ¯m

˚
a kha

明日の晩 ´sho: ýu ¯m
˚

a kha
昨日の晩 ¯kha htsA: ¯m

˚
a kha

昼間　 ´ő@ ma
朝　　 ´Cu: pa
正午　 ´őa tsheP

夕方　 ¯m
˚

a kha
夜中　 ´n

˚tshE: rı̃
真夜中 ´n

˚tshE: rı̃
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ね [十二支；以下同]　´tsu wa
うし　 `HlÕ
とら　 ¯htaP

う　　 ´r@ Hbõ
たつ　 ´ïã0P

み　　 `Hã0:

うま　 `hta
ひつじ ´l0P

さる　 `hú0:

とり　 ´tCa
いぬ　 `tCh@

ぶた　 ¯phaP

日　　 ¯tshe:

１日　 ¯tshe: ¯htCiP
２日　 ¯tshe: `Hői:
月　　 ´nda wa
午前　 ´CuP pa
午後　 ¯̊Na tshi
１月　 ´nda wa ´tÃ mba
２月　 ´nda wa `Hői: pa
12月　 ´nda wa `htCũ Hői:
中旬　 ´nda htsi:

下旬　 ´nda NgWP

年　　 ´lu
年齢　 ´lu Hdý0:

最近　 ¯Pa re `hka HbE:

今年　 ´Pa l0:

去年　 ´ta ői:
来年　 ´shÕ nõ
再来年 ´tCh@ naP l0:

以前　 `Hna ¯̊Na mõ
今　　 ´ta rı̃
未来　 ´sho: ýu ´tCh@ naP

はじめ ´Pa n@ ´pha ődýE:

月曜日 `Hza ´nda wa
火曜日 `Hza ´miP ma:

春　　 ¯htCi: ka
夏　　 ¯Hýa: kha
秋　　 ¯ht0̃ kha
冬　　 ¯HgW̃ kha
新年　 ´lu hsa:

日食　 ´őa ndzı̃
月食　 ´nda ndzı̃

数字

一　　 ¯htCiP
二　　 `Hői:
三　　 `hsÕ

四　　 ˆHý@

五　　 `HNA

六　　 ¯úWP

七　　 `Hd0̃

八　　 ¯HdzeP

九　　 `HgW

十　　 `htCu
十一　 ´htCi htCiP
十二　 `htCũ Hői:
十三　 `htCa hsÕ

十四　 `htC0 Hý@

十五　 ¯htCa HNa
十六　 ¯htC@ ã0P

十七　 ¯htCu Hd8̃

十八　 ¯htCo HdzeP

十九　 ´htC0 HgW

二十　 ´ő@ Chu
二十一 ´ő@ Chu ¯htsa: htCiP
二十八 ´ő@ Chu ¯htsa: HdzeP

三十　 ¯shW̃ dýu
三十二 ¯shW̃ `sho: Hői:
三十八 ¯shW̃ ¯sho: HdzeP

四十　 ´Hý@ htCu
四十三 ´Hý@ htCu ´Ci: hsÕ

五十　 ¯HNA htCu
五十四 ¯HNA htCu ´NA: Hý@

六十　 ´úW: tCu
六十五 ´úW: tCu ´re: HNA

七十　 ´Hd0̃ dýu
七十六 ´Hd0̃ ´t8: ã0P

八十　 ¯Hdza htCu
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八十七 ¯Hdza htCu ´Hdza: Hd0̃

九十　 ¯Hgu htCo
九十八 ¯Hgu htCo ´Hgu: HdzeP

九十九 ¯Hgu htCo ´Hgu: HgW

百　　 `Hdza
百一　 `Hdza ¯htCi ´miP htCiP
百八　 `Hdza dA ¯htCi ´miP ¯HdzeP

八百八十 `HdzeP Hdza ¯Hdza htCu
千　　 `htõ

万　　 ¯úh@

十万　 ´mbu: ta
百万　 ¯úh@ Hdza
千万　 ¯sha j@
一億　 ¯̊Na tChu:

半分　 ¯tsha khe
第１　 ´tÃ mbu
第２　 ¯Hőe Hb@

数量詞

１人　 ´m@ ¯htCiP
１碗　 ´ph@ r@ ¯htCiP
１ページ ´Chu la ¯htCiP
１本の草 ¯hkã mb@ `htCiP g@ ¯htswa
１口の食事　´sa thWP ¯htCiP
１つの部屋　´hE Hgu ¯htCiP
１瓶の酒 ¯Pa raP ¯htCiP
１斤　 ´tCẽ ´kÕ

１斗　 ˆúi
１元　 ´ta jẼ ¯htCiP
１角　 ´mo: ts@ ¯htCiP
１分　 ¯hka: ma ¯htCiP
１畝　 `khW: ¯htCiP
少しの間 ¯Pa t@ `htCiP na
１日　 ´ő@ ma ¯htCiP

１夜　 ¯n
˚tshẼ ¯htCiP

１か月 ´nda wa ¯htCiP
１年　 ´lu ¯htCiP
１歳　 ´lu ¯htCiP
一生　 ´ői tshi ¯htCiP
１歩　 ¯hka m@ ´kÕ

１度　 ´k8: ¯htCiP
１声あげる　`htCõ ´k8: ¯htCiP ¯htõ
１回打つ ´k8: ¯htCiP `Hdõ
１噛みする　¯shu shu ´k8: ¯htCiP ¯htaP

毎日　 ´ő@ ma `hta b@ reP C@

それぞれ ´ri
１倍　 ´k8: `Hői:
毎晩　 ¯m

˚
a kha `hta b@ reP C@

代名詞

私　　 ´Na
私たち２人　´Na Hői:
私たち ´Na tshu
あなた ´ChaP

あなたたち２人　´Chi ői Hői:
あなたたち　´ChiP tCa ´tÃ ődýe
彼（彼女）`khu
彼ら２人 ´khu ői Hői:
彼ら　 ´khu tCo ´tÃ ődýe
我々　 ´Pa k0 ´tÃ ődýe
我々２人 ´Pa k0 Hői:

皆　　 `tshÕ m@

自分　 ´rÕ
他の人 `Hő@

これ　 ¯Pa d@

これら ¯Pa tshu
ここ　 ¯Pa HdE:

この辺 ¯nd@ `pha r0:

この２つ ¯Pa d@ ¯tsha kha ph@ kha
このような　¯Pa za
あれ（近）¯Pu
あれら ¯Pu tshu
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あそこ ¯Pu `pha r0:

あの辺 ´ji: `pha r0:

あのような　¯Pa za
誰　　 ¯shW

誰ら　 ¯shW

何　　 `ka za
どこ　 ´kE:

いつ　 ´ka dziP
どのように　¯ka ïãa r@

どれくらい　´ka dziP
いくつ ´ka tshiP
そのほか ¯kha kha
おのおの ¯shu shu
一切　 `tshÕ m@

すべて `tshÕ m@

今回　 ¯Pa r@ ´k8:

形容詞

大きい ¯tCh@ bo
小さい ´tsa za
太い　 ¯Hbõ mbo
細い　 ´úh@ mõ
高い　 ¯tCh@ bo
低い　 ´HmE: ´tsa za
凸の　 ¯sha thuP

凹の　 ¯HmẼ ndzu ´Hýa mo
でこぼこの　¯ndzu ´Hýa mo ¯l

˚
a po ´Hýa mo

´ma ïãa
長い　 ´rẽ mbu
短い　 ´thõ th0̃

遠い　 ¯thaP rẽ
近い　 ¯thaP őı̃
中間の ¯htsaP ki ´ka ba
幅広い ¯tCh@ bo
狭い　 ´tChõ tChõ
狭窄の ´őe tsha ´tChõ tChõ
深い　 ´őe tsha ´ma Hýa
浅い　 ¯thaP őı̃ p@ la
満ちた ´mÕ

空の　 ¯htõ mba
多い　 ´mÕ mb@

少ない ´őõ őõ
丸い　 ´Hgw8 Hgw8

尖った ¯hts8: p@

はげた ¯Ngu Hl8P

水平の `Hőã mũ
歪んだ ¯hta htC0P ´ja m@

黒い　 ´naP pu

真っ黒の ´naP ¯thõ thõ
白い　 ¯hka Hbu
赤い　 ¯Hma Hb@

真っ赤の ¯Hma HmẼ / ¯Hma ¯tCh0 tCh0

黄色い ´sh@ she:

真っ黄色の　`she: hpo hpo
緑の　 ´̊Nõ shẽ
青い　 ¯̊Nõ mbu
真っ青の `̊Nõ C@ C@

灰色の ´th@ khE:

明るい ¯she: Hb@

まぶしい `she: th8̃ th8̃

暗い　 ´naP pu
重い　 ´HdýOP p@

軽い　 ´ýO: mõ
速い　 ¯ndzu: pu
ゆっくりの　´ka lẽ
早い　 `̊N8̃ / ¯̊Na mõ
遅い　 ´ka lẽ
澄んだ `HNẼ mu
濁った ´naP pu
太った ´Hdza: pa
肥えた ´HdýA: pa
やせた `Cha ¯hkÃ úẽ
乾いた ¯hkã mbu
湿った ´hCA Hb@

軟らかい `̊őa mũ
粘つく ´ndzE: ˆýA: mũ
つるつるの　¯HzaP pu
乱れた ´Hdza ma C@ `hkEP tshõ
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めちゃくちゃの　¯htsa la ´Cõ
正しい ´ïãiP
誤った ´ma reP

真の　 ´No ma
にせの ´HdzA: ma
生の　 ´Hdý@ Hba
新しい ¯hsa: Hba
古い　 ¯Hőı̃ mba
よい　 ¯HzÃ mb@

悪い　 ´ma gAP

弱い　 ´ma gAP

（値が）高い　　´kõ ¯tCh@ bu
安い　 ´kõ ´tsa za
育ちすぎの　´HgẼ mb@

年老いた ¯Hg0̃ mb@

若い　 ´lu ¯tChõ tChõ
美しい ´ndzi: b@

醜い　 ´ma ndzi:
熱い　 ¯tsha
寒い　 `n

˚tshaP

暖かい ¯Hãa mũ
温暖な ¯htã mu ¯tCh@ bu
涼しい ¯hse: bu
難しい `Hka mũ
簡単な ¯l

˚
a mũ

芳しい ¯Cũ mbo
くさい ´ú@ pu / ´ma gAP / ´NẼ mb@

酸っぱい `hCu: mũ
甘い　 `HNẼ mũ
にがい ´khA: mũ
辛い　 ´tha tsheP

塩辛い `tsha ´khA:

淡白な ¯tsha ´ma úoP

忙しい `hka la ¯tCh@ bu
裕福な ¯HdzW ´mÕ

貧しい ´ma htsa
清潔な ¯htsA: m@

汚い　 ¯hta ¯htsu: p@

生きている　´Hd0P Hde m@

新鮮な ¯hsa: Hba
死んだ ¯Ch@ ´ýÃ mb@

明確な ¯hsE: mũ
おいしい ¯Cũ mbu
聞きよい ¯ő̊Ẽ mu
見よい ´ndze: bu n

˚
Õ

つらい `hka lE: ¯N̊khã
賢い　 ´Hg0: p@

愚かな ¯Hlã mba
正直な ´őA: tChõ
ずる賢い ´Hg0: p@

和やかな ´tA: tAP

厳しい ´őE: tshaP

遠慮深い ¯ődýã mb@

けちな `shẽ ´tChõ tChõ
まじめな `tsh@ Hlja mõ
怠惰な ´lja ´ma lÕ
行儀のよい　´őã ´tChõ mb@

がんばった　´őa Hdýa:

かわいそうな　ˆHdi: p@ ´kOP lj@
うれしい ´Hga
幸せな ¯hC@: p@

平和な ´Hde mõ
悲しい `hsã ´ma ChW

動詞

愛する ´Hga
好きだ ´Hga
淹れる ¯hk8:

抜く　 ¯tsh8P

壊して開ける　´úE: ¯kha kha ´Hzu
振る　 ¯tshe `phe Hj0P

負ける `thaP

拝む　 ¯tshaP n
˚tshE:

引っ越す `hpu:

移動させる　`pha khõ
助ける ´ru: wa
結ぶ　 `HdjÃ
包む　 `tshe Hãi:
秘密を守る　`hsu:
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満腹になる　´ïãÕ

暗唱する `Hl0 l@ ¯ndẼ

背負う ´mba
比べる ¯tsheP

閉ざす `htsõ
病気である　´na
繕う　 ´úWP

拭き消す ¯phe tsh@P

答えを当てる　´úẼ
縫い目を解く　¯phe ´ma kAP ´Hzu
破壊する ¯phe htCA:

味わう ¯ő̊e:

弁償する `HdEP

歌う　 `HnÕ ´la
口げんかする　¯kha tshaP ´Hgw8P

食べる ´sa
持ち出す ¯tshe n

˚thẽ
タバコを吸う　´to wa ¯n

˚thẽ
鞭打つ `Hdõ
出る　 ¯Hdz@ Hgo ¯shõ
取り出す ¯tshe ´ljõ
日が昇る ´ő@ ma ¯Ch@:

出てくる ¯tshe hõ
着る　 ´k8̃

履く　 ´k̊8

穴に通す ´úhẽ
（柔らかいものに）穴が開く　´úhwã
吹く　 ´HbOP

間違う ´ma reP

（要請に）答える　`kha lẽ ´ljuP

ぶつ　 `Hdõ
狩をする `HN8̃ mu ´ïãu
撃つ　 ´Hdz@P

当てる ´tsh@ N̊khe: ¯phoP

（殴り合いの）けんかする　´ndze: reP ´jaP

分ける ¯kha kha ´ïãu
倒す　 ¯Hg8:

居眠りする　`HőOP ´úu
あくびする　`Hl@ mu ¯ht8:

（包みを）開ける　¯la tshi
雷が鳴る ´ïã0P ´úaP

戦争に行く　¯HmaP ´HdýOP

世話をする　¯úh@P

導く　 ¯úh@P

かぶる ¯Hý@

身につける　´k8̃

着く　 ˆpOP th8̃

得る　 `tsh@ Hl8̃
待つ　 ¯Hg0P

地が震える　`sha Ng0: / `sha Hj0: ´HdýOP

頭を下げる　¯Ngu ´ma: hkW:

うなずく ¯Ngu `HdýuP

点火する ´mi ¯hp@

燃える `mbE:

灯す　 ´la hsE:

吊るす ¯HmE: phoP ´lÃ
釣る　 `HNw8̃

転ぶ　 ¯Cho: phoP

捨てる ´mbo:

理解する ¯ha ´ku
飢える ¯ht0P

押しつける　¯mE: HdýaP

起こる ´ma rı̃
誓う　 ¯Hna hCi:
身震いする　¯nde:

発酵する ¯ő̊E:

熱がある ´tsho wa ´shW

心配する ¯hsã ´ma hCu
発芽する ¯la ´mbe:

罰する ¯tChEP ba ´mbu
体の向きを変える　´lW hpu `tshe HýuP

反対する ´ma reP

翻訳する ¯hkEP ´Hdý0

放牧する ¯n
˚tshu

火をつける　´mi ¯htsu
飛ぶ　 ´Hdı̃
分かち合う　¯kha kha
分家する ¯kha kha
分離する ¯kha kha
分かれさせる　¯kha kha ´úẼ
狂う　 `̊őõ
縫う　 ´úuP

腐る　 ´ma GAP ´re:

乾く　 ¯hkã ´ma Hzõ
働く　 ´lE: k@ ´lE:

風邪を引く　¯tChã mb@ ´na
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あえてする　¯phoP

言う　 ¯phe s@:

告訴する ¯hka lj@ ´lju
切断する ¯htWP

切ってしまう　`htWP th8̃

刈る　 ¯HNa
隔てる ´tsha Ga ´p@ kaP

与える ¯htaP

耕す　 `Hmũ
つるす ´lẽ
いっぱいである　`tshÕ

関心を持つ　¯hsã nE: ´riP
閉める ´ma Hdý@P

囲い込む ´la kaP

管理する ¯htCe: ´mu Ha
年越しする　´lu hsa: ¯htõ
渡る　 ¯phe ïãu
怖がる ¯húaP

呼ぶ　 `hkEP ¯htõ
飲む　 `n

˚th0̃

交換する ´Hdý0:

帰る　 ´luP

記憶している　´m@ úẼ

（問いに）答える　¯phE hkEP ´Hzu
支える ˆla hsu
選び出す ´mE phuP

はさみで切る　¯htWP

語る　 `hCEP

落ちる ´mb@P

（互いに）交換する　¯tshe phe ´Hdý0:

交わる ´Hãi:
教える ¯l

˚
joP

鳥が鳴く ˆtsa hkEP ´Hdz@P

猫が鳴く ´Pa li: `hkEP ´Hdz@P

ロバが鳴く　¯k@ r@ `hkEP ´Hdz@P

馬が鳴く `hta hkEP ´Hdz@P

牛が鳴く `HlÕ ¯hkEP

犬がほえる　¯tsh@ ¯hkEP

ぶたが鳴く　¯phaP ¯hkEP

羊が鳴く ´ra ¯hkEP

トラがほえる　`htaP hkEP ´Hdz@P

狼がほえる　¯hCÕ khW ¯hkEP

呼ばれる ´mbi:

実がなる `hku ý0: ¯htaP

結婚する ¯tChÃ s@ ´Hzu
ほどく ¯ph@ hú0:

お金を借りる　`HN0̃ ¯HýE:

ものを借りる　´la tCh@ ¯Hýã
入る　 ´la ïãu
救う　 ´la n

˚thẼ

住む　 ¯nd0P

邪魔する ¯tsha k@ ´NgaP

開ける ¯tshi
沸く　 ¯kh0:

開く　 ´shEP

運転する ¯htõ
始める ¯ndo ¯ph@ ődýe: / ¯Ngu htsuP

切り倒す ¯htWP

切る　 ¯htWP

見る　 ¯hta
見える `n

˚thõ
医者に見せる　´őEP p@ ´HdWP

ぬかずく ¯Ngu ´n
˚tshu:

咳をする ¯tCha mb@ ´na
渇く　 `hkõ
刻む　 ¯hkaP

泣く　 ˆNW

眠たい `hka
引く　 `n

˚thẽ
排泄する ¯htsa hp@ ¯htõ
（口に）辛い　　¯kha ˆtshẽ mb@

漏れる ´mE hpuP

来る　 ¯ChuP

年をとる `HgẼ

疲れる `hka
量る　 ¯tsheP

おしゃべりする　¯hkaP ´úo ´CiP
裂く　 ´pW:

流れる ´lju / ´mE hpuP

とっておく　´Hão wa
耳が聞こえない　¯Hna Hdý0P ´ma n

˚tsha:

日が沈む ´ő@ ma ´mE: őoP

しびれる ´úE:

叱る　 ¯thj8P

買う　 ´őũ
売る　 `htsõ
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満ちる ´kÕ

ない　 ´ő@ n
˚

Õ

燃え尽きる　´mE: htã / ´mE: Ch@

触れる ´raP

研ぐ　 ´Hda:

粉をひく ¯phe hú0P

つかむ ´lẽ
持っておく　`Hljo: tsha
嘔吐する ¯hC0P

這う　 ´ndzaP

這って歩く　´ndzaP

山に登る ´r@ ´ndzaP

木に登る ¯Ch ı̃ phõ ´ndzaP

叩いて音を出す　`Hdõ
整列する ¯ph@ ïãiP
派遣する ˆő@ l@ ¯htõ
走る　 ´Hdý0P

茶を入れる　´tCa ´HbÕ

ほとばしる　¯htj8P

破れる ´ma kAP

傷つく ´ma kAP

壊れる ´ma kAP

壊す　 ´ma kAP ´Hzu
手荒く扱う　´ma kAP ´jaP

だます ´Hdza: ´rA:

乗る　 ´Hýu / ¯HjOP

起きる ´ja sheP

負う　 ´p@ ljẼ
略奪する ¯ï̊úhuP

叩く　 `Hdõ
取る　 ´lẽ
行く　 ´ïãu
完全である　`tshÕ Cu
道を譲る ˆljã l@ ¯phe: kha kha
もむ　 ´t0P

撒く　 ¯htCu
小便する ´htCo: ¯htõ
播種する ´sha Hbẽ ¯htj8P

ゆるめる ´ïão:

掃く　 ¯n
˚tshaP

殺す　 ¯hseP

日向ぼっこする　´ő@ ma ¯HgEP

稲光が走る　`HluP HdẼ

上がる ´la kha l@ ´ïãu
射る　 ´Hdý@P

射止める ¯phoP

伸ばす `HdzÕ

伸びる ´rẽ mbu `HdzÕ

成長する ¯hCe
腹を立てる　¯tshe hpu ¯hú@

残される ¯xhaP

昇る　 ¯Ch@:

なくす ´ma: phoP

である ´reP

閉じる `tshe Chu
眠る　 `Hő@P

寝つく `Hő@P úu
話す　 ¯hCEP

死ぬ　 ¯Ch@

計算する ´ri:
頭痛がする　¯Ngu `kh0P ´raP

蹴る　 ¯Hda htuP ´Hdý@P

剃る　 ´úa
曇りである　`HnA: mW̃ / `HnA: `húÕ ´mÕ bu
´r0P

晴れる `húÕ ´ú@ la ´miP
夜が明ける　´nA: hsa:

暗くなる ´mõ őaP

踊る　 ¯Cha Hãu ¯ő̊tChã
跳ねる ¯m

˚phAP

貼る　 `Hlã
聞く　 ´őẼ

聞こえる ¯n
˚tsha:

知らせる ¯hkEP htõ
盗む　 ¯hkW ´jaP

押す　 ¯htjuP

飲みこむ ¯mE: HmÕ

終わる ¯ő̊@P

忘れる ˆHdýe: thj@
餌をやる ¯HljoP

尋ねる ˆú@
吸い込む ´la Hý0P

好む　 ¯Hga
下りる ´ma pWP

卵を産む ´Hgo wa ´Hgõ
雨が降る ´tCh@ ra ´p@P



136 アジア・アフリカの言語と言語学 15

怖がらせる　¯húuP

陥没する `Hdu p@ l@ ´mE hpuP

信じる ´ji: tCh@

思う　 ´úẼ
思い出す ´la úẼ

したいと思う　`hsã
似る　 ´ïãa
消化する ´Cu wa thj@
消える ´ő@ n

˚
Õ

腫れが引く　¯húÕ ´Hdýa ma ´miP
削る　 ´őiP
気をつける　´ka lẽ / ´Hz@P Hz@P

笑う　 ´Hga:

書く　 ´ïãe
下痢する ¯hto wa ´HýuP

休む　 ¯Hői: hsu ¯htaP

学ぶ　 `HýÃ

探す　 `htse:

押さえる ¯Hdý@

かゆい ´s@ za
育てる `hsu
揺れる ¯tshe phe `Hzõ
揺する ´HýuP

噛む　 ¯shu htaP

必要である　´Hg8:

引き入れる　´ljã ¯úh@P

秘密にする　`hsÃ ´Hdý@P

勝つ　 ´úaP

迎える ¯hsÃ

抱擁する ´úõ m@ ¯htEP

泳ぐ　 ¯tChu htse:

持っている　´ý0P

（動物が）いる　´ý0P

存在する ¯n
˚

Õ

出会う ¯úh8P

めまいがする　¯Ngu HýuP `N̊kh8:

許可する ¯tChoP

（家に）いる　´nd0P

増える ¯ja mÕ

瞬きする ¯HmiP ´HdaP

抽出する `htCõ
摘む　 ¯htoP

立つ　 ´ja lÃ
大きくなる　´la tCh@

かさが増す　´la mÕ

腹が張る ¯hto wa ¯tCh@ bu ´reP

火がつく　´mi `Chu:

（寒さで）風邪を引く　¯n
˚tshaP

召集する ¯tshe ndzuP

探し出す ¯tshe ´l8: tshaP

蒸す　 `htsu:

知っている　¯ha ´ku
織る　 ´úu:

指す　 ¯ph@ r0:

腫れる ¯ja húÕ

煮る　 ´la htsu:

ひっつかむ　`Hzõ
振り返る `tshe kha ´tE:

角を曲がる　´Hã0 tCha ¯hk8:

追いかける　´ti:
準備する ´tA: tAP ´Hzu
歩く　 ´ïãu
呪う　 `kha Hda:

（硬いものに）穴が開く　´la ndz8̃

酔う　 ¯Hz@

座る　 ´nd0P

する　 ´Hzu
夢を見る ¯Hm@ lã `Hm@

商売する `tshõ ´Hdz@P

その他の品詞類

のみならず　´ma tshEP / ¯Pa htCiP ´ma reP

ほとんど ´Pa Hdzi Hdzi
もちろん ´reP

たった今 ¯Pa Hd@

本来的に ¯Pa ´mi:
そして ´tA
とても ¯t@ ´mÕ mbu
まだ　 ˆHõ la ´j0P / ¯ta zÕ ´j0P
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今すぐ ´ta shõ sha
～か　 `Pa
一緒に ´Hd8: htCiP
必ず　 ¯Pa Hői: ba ´ma tshiP ´Hg8:

～もまた ¯Pa la ´jÕ / ´jÕ kho ¯tsha:

それから ˆHõ la

再び　 ´j@ ődýa
少なくとも　¯Pa dEP m@ tsh@

もっとも ´mÕ mbu
最後に ´tCh@ n8:

突然　 ¯Pa za


